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Ⅰ 研究主題設定の理由 

中学校学習指導要領において，数学科では，生徒の学習を確実なものにするために「学び直しの

機会の設定」が明記されている。平成25年度から高等学校において全面実施される新学習指導要領

の総則には「義務教育段階での学習内容の確実な定着を図るための学習機会を設けること」と示さ

れている。具体的には，関連する小・中学校の内容を適宜取り入れ，復習した上で学習を進めたり，

新たに学習した視点で小・中学校の内容を見直したりすることである。 

本校では，小・中学校での学習内容が十分に定着しておらず，数学に対して苦手意識をもった生

徒が多い。その要因として，系統性が明確で連続性のある算数・数学の学びの中で，複数のつまず

きを克服できず，「分からない」状態が積み重なり，「どこでつまずいているのか」さえ把握でき

なくなっていることが考えられる。また，これまでの自分自身の授業を振り返ると，生徒の進路実

現のために基礎・基本を身に付けさせたいという思いがあるにもかかわらず，進度を気にするあま

りに一方的な説明が多くなったり，本時に学習する新しい内容の指導に重点を置きすぎたりするな

ど，つまずきに対する手立てが不十分であった。 

そこで，生徒の進路実現に必要な学力を身に付けさせるにあたり，土台となる小・中・高等学校

における基礎・基本の確実な定着を図る。そのためには，既習内容の定着や新しい内容の理解を目

指す「学び直し」に着目した指導により，つまずきを把握・克服させることが重要であると考えた。 

本研究では，まず，算数・数学の学習におけるつまずきや「学び直し」に関する理論を研究し，

その関連性を探っていく。次に，小・中・高等学校における既習内容の定着度を把握すると同時に，

生徒のつまずきを分析・考察する。それらを踏まえて，「学び直し」に着目した指導の在り方を

探っていく。具体的には，新しい内容に関連する既習内容の定着を図るための教材作成とその活用，

つまずきを生かした指導，既習内容を振り返らせる発問を行う。このような取組によって，生徒は

つまずきの把握・克服ができ，基礎・基本の確実な定着が図られるのではないかと考え，本研究主

題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の構想 

１ 研究のねらい 

(1) 算数・数学の学習におけるつまずきや「学び直し」に関する理論研究を行う。 

(2) 実態調査を実施し，その分析から学習指導上の課題を明らかにする。 

(3) 小・中・高等学校の指導内容の系統性を踏まえたレディネステストを行い，既習内容の定着

度を把握し，生徒のつまずきを分析・考察する。 

(4) 新しい内容に関連する既習内容の定着を図る教材の活用やつまずきを生かした指導，既習内

容を振り返らせる発問を行い，「学び直し」に着目した指導の在り方を明らかにする。 

(5) 検証授業を通して，仮説の検証を行い，研究の成果と課題を明らかにする。 

 

２ 研究の仮説 

  

 

 

 

 

 

 

 

数学の授業において，新しい内容に関連する既習内容の定着を図る教材の活用やつまずきを

生かした指導，既習内容を振り返らせる発問を行えば，「学び直し」に着目した指導が充実さ

れ，生徒はつまずきを把握・克服できるのではないか。 
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３ 研究の計画 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究の実際 

１ 研究主題に関する基本的な考え方 

(1) 算数・数学の学習におけるつまずきについて 

算数・数学において，新しい内容を学習する際には，これま

で学習してきたことを関連付けて考えることが大切である。そ

のため，既習内容の定着が不十分であれば，新しい内容を学習

する際の妨げとなり，このこと自体が生徒にとってつまずきと

なる。また，既習内容が定着していても，活用ができなければ，

その生徒はつまずいている状態であると言える。 

片桐＊1)（1982）によると，つまずきの原因を五つに分類し

ている（表１）。この五つのつまずきを，表１の１～４を「既

習内容の定着が不十分なために起こるつまずき」，５を「既習

内容は定着しているが，それを活用できないために起こるつま

ずき」と大きく二つに分けて考える。 

＊1) 片桐重男 編著 『つまずきを生かす指導』 1982 年 明治図書 

生徒の実態 学習指導要領 

研究主題 

 

 

 

  

研究の成果と課題 

研究仮説 

・ 算数・数学の学習におけるつまずきや「学び直し」に関する理論研究 

・ 実態調査による学習指導上の課題の明確化 

事前準備 ・ 指導内容の系統図の作成 

・ レディネステストにおける分析 

学び直しシートの 

活用（視点１） 

 

つまずきを生かし

た指導（視点２） 

既習内容を振り返ら

せる発問（視点３） 

実  施 「学び直し」に着目した指導 

 

考    察 「分かる」「できる」チェックシートにおける分析・考察 

 

検証授業ⅠⅡの実施と考察 

基 

礎 

研 

究 

本 

研 

究 
 

ま
と
め 

 

 

「学び直し」に着目した指導の工夫 
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(2)  「学び直し」について 

「学び直し」といえば，既習内容の定着が不十分な場合に補充指導を行い，基礎・基本の定

着を図ることが一般的である。しかし，新しい内容を学習する際に，既習内容を意図的に取

り上げることで生徒の理解を広げたり，深めたりすることもできる。これらのことから「学

び直し」は，つまずきの有無に関わらず，すべての生徒にとって重要であると考える。 

これまで，数学教育において「確かな学力の育成」や「個に応じた指導」といった指針の下，

基礎・基本の確実な定着が重視されてきた。また，平成20年１月の中央教育審議会答申では，

算数・数学科の「改善の基本方針」の一つとして，「反復（スパイラル）」が重視され，教育

課程編成のキーワードの一つとなり，今日における「学び直し」が強調され始めた。数学の

学習において，「学び直し」の意義や重要性は，従来から指摘されてきており，決して新しい

ものではない。授業する際には，必要に応じて既習内容を振り返り，新しい内容との関連を

確認している。ここで改めて，生徒の状況を踏まえ，どのような「学び直し」が必要である

か追究する。 

山口＊2)（2008）によると，次の二つの意味での「学び直し」に着目した指導が重要である

と述べている。 

〇 「補充的な学び直し」は，既習内容の確実な定着やより深い理解を目的とする。 

〇 「発展的な学び直し」は，新しい内容の理解を目的とする。 

どちらも学び直す内容は既習内容であるが，両者の違いは学び直すための目的にある。 

ここで，「補充的な学び直し」と「発展的な学び直し」について整理を行う。 

   ア 「補充的な学び直し」について 

基礎・基本の確実な定着を図るためには，つまずきの克服という観点からみると，単に類

似した問題を数多く解けばよいというものではない。学習内容の意味を理解することが大切

である。「なぜそうなるのだろうか」とその意味を考えていなければ，表現などで尐し問題

を変えられると解けなくなってしまう。例えば，数学Ⅰ

や中学校第３学年で学習する「二次方程式」において

（図１），問１はドリルとして定着を図る計算問題，問

２は「掛けて０になる場合は尐なくともどちらか一方が

０である」という意味を理解させる問題で，生徒の実態

に応じて扱う必要がある。 

イ 「発展的な学び直し」について 

新しい内容を理解するためには，次の三つの側面に注目し導が重要である。 

(ｱ) 新しい内容の学習の前提となるレディネスの確認と形成に着目した学び直し 

既習内容が定着していれば，それを基に新しい内容の問題解決を図ることができる。例

えば，数学Ⅱ「整式の除法」で，小学校第４学年で学習する「整数の除法」（図２）を，

また，数学Ⅱ「分数式の計算」で，小学校第６学年で学習する「分数の計算」（図３）を

取り扱うことが挙げられる。 

 

 

 

 

 

  

＊2) 山口武志 『数学教育』 2008 年 10 月号 明治図書， 『算数・数学 RooT』 2011 年４月 日本文教出版 
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(ｲ) 学年間や異校種間の内容のスパイラルな接続を意識した学び直し 

学年間や異校種間における指導内容のつながりを意識し，既習内容を振り返ることに

よって，理解を確かなものとし，更なる定着を図り，学びを発展させていくことができる。

例えば，「二直線の平行」について，  

・ 一つの直線に等しい角度で交わっている

二本の直線     ＜小学校第５学年＞ 

・ 同じ平面上にあって交わらない二直線 

＜中学校第１学年＞ 

・ 傾きが等しい二直線（二直線の一致も平

行に含む） ＜数学Ⅱ「図形と方程式」＞ 

・ 平面でも空間でも同じ式で表現 

＜数学Ｂ「ベクトル」＞ 

以上のように，学年が進むにつれて見方が

深まり，広く解釈され，最終的には「ベクト

ルの平行条件」へとつながる（図４）。 

(ｳ) 異なる領域の内容の相互関係を意識した学び直し 

問題解決において，多面的に捉え，既習内

容を関連させて考えることで，新しい内容を

理解することができる。例えば，数学Ⅱ「不

等式の表す領域」では，「図形」「関数」

「数と式」の三つの領域を関連させ，問題解

決を図る。二元一次不等式を満たす x， y の

組み合わせを考え，座標平面上に点を図示し，

点と直線の位置関係を読み取り，直線で分け

られた領域を表すなど，それぞれを関連させ

て考えることが大切である（図５）。                          

 (3)  目指す生徒の姿 

  生徒のつまずき状況と，「学び直し」の目的から，目指す生徒の姿を次のように捉える。 

   

 

 

つまずきを積み重ね，既習内容の定着が不十分

な生徒に対して，「補充的な学び直し」を行い，つ

まずきを把握させ，既習内容の確実な定着を目指

す。また，既習内容は定着しているが，それを活

用できない生徒や自力での問題解決が困難な生徒

に対して，「発展的な学び直し」を行い，既習内

容と新しい内容を関連させて，問題解決の見通し

がもてる生徒を目指す。さらに，つまずきのない

生徒に対して，新たにつまずくことがないように

「発展的な学び直し」を行う（図６）。授業中の生

徒の理解度によって「補充的な学び直し」又は「発展的な学び直し」が必要とされ，必ずし

も一方の「学び直し」だけが必要とされるという訳ではない。 

ア つまずきを把握し，既習内容が定着している生徒 

イ 既習内容と新しい内容を関連させて，問題解決の見通しがもてる生徒 

既習内容の定着が
不十分

既習内容は定着し
ているが，それを
活用できない

「補充的な学び直し」 「発展的な学び直し」

つまずきのない生徒

つまずきのある生徒

目指す生徒の姿

つまずきを把握し，
既習内容が定着
している生徒

既習内容と新しい内容を関連させて
問題解決の見通しのもてる生徒
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0 2 4 6 8

小１

小２

小３

小４

小５

小６

中１

中２

中３

高１

高２

まだ

計

計 100%(27人)

教科書・ノート
を参考にする

44%(12人)

先生に聞く 15%(４人)

友だちに聞く 30%(８人)

何もしない 11%(３人)

　数学の問題を解けないとき，あきらめ
ずにいろいろ考えようとしていますか。

　
数
学
の
問
題
を
解
け
な
い
と
き
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
解
決
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
か
。

59%(16人)

肯定的 否定的

41%(11人)

15%(４人) 15%(４人)

０%(０人) 11%(３人)

33%(９人) 11%(３人)

11%(３人) ４%(１人)

２ 数学の学習に関する実態調査   

  (1) 概要 

   ア 対象生徒 鹿児島県立頴娃高等学校 機械科 第２学年（27 人） 

   イ 調査方法 質問紙法（一部記述式） 

   ウ 実施期日 平成24年６月12日（火） 

   エ 調査内容 算数・数学に対する苦手意識，苦手な問題，粘り強さ，必要性，既習内容から

みえる生徒の実態 

オ 評価方法 調査の各項目について,「よくあてはまる」「ややあてはまる」を肯定的な回答，

「あまりあてはまらない」「全くあてはまらない」を否定的な回答とする。 

(2) 分析 

ア 苦手意識をもった時期と理由 

図７から，93％（25人）の生徒が算数・数学に対

して苦手意識をもっていることが分かる。苦手意識

をもち始めた時期は，学習内容が抽象的になってく

る中学校段階から極端に多くなっている。表２は，

苦手意識をもった理由に対して，上位の回答を示し

ている。理由は様々であるが，ほとんどの生徒が

「既習内容の定着が不十分なため」又は「新しい内

容が分らないため」に起こるつまずきを積み重ねて

きていることが考えられる。 

   イ 算数・数学における苦手な問題 

表３は「どのような問題が苦手ですか」という

質問に対して，上位の回答を示している。ただ単に

計算するだけでなく，様々な既習内容を関連させて

考える問題が苦手であることが分かる。「証明」問

題は，既習の用語や性質，定理などの理解ができて

おらず，それらを関連させ，順序立て説明すること

が難しく，また，「グラフをかく」問題は，座標平

面上で x と y の数量関係を表したり，式と図形を

関連させて考えたりすることで苦手であると考えら

れる。 

ウ 数学の学習に対する粘り強さ 

問題を解けないとき，教科書・ノート，先生や友

だちを頼って，取り組もうとする割合が89％（24

人）であり（表４赤枠），多くの生徒が何とか問題

を解こうとしている。しかし，その中で30％（８

人）の生徒が途中であきらめてしまう傾向にある

ことが分かる（表４青枠）。つまり，この生徒たち

は問題を解くとき，やる気をもって何とか取り組

もうとするが，つまずきを積み重ね，既習内容の

定着が不十分なため，粘り強く学習ができない状

況であると考えられる｡ 

 

 

 

(人) 
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エ 数学を学習する必要性 

表５において，数学を学習することが嫌いな生

徒59％（16人）のそのほとんどが「分からない，で

きないから」という理由であった。また，「数学を

学習することは嫌いだが大切だ」と回答した生徒が

41％（11人）おり，これらの生徒は，数学を学ぶ必

要性を感じているが，つまずきを積み重ねることで

嫌いになっていると考えられる。 

オ 既習内容の定着からみえる生徒の実態 

表５より，既習内容を解くことができる・できな

いは約半数に分かれるが，好き・嫌いについては，

嫌いの割合の方が大きい。その中で，「既習内容を解くことができず，数学を学習すること

が嫌いである生徒」37％（10人）を「つまずきを積み重ね，既習内容の定着が不十分な生

徒」，また，「既習内容を解くことができるが，数学を学習することが嫌いである生徒」22％

（６人）を「数学のよさが分からないまま学習している生徒」と捉えて考える。                               

(3) 実態調査による学習指導上の課題と対策  

つまずきを積み重ねることで苦手意識をもち始め，その多くが中学校段階に集中している。

また，様々な既習内容を関連させて考える問題を苦手としている。さらに，問題を解くとき

に途中であきらめてしまう生徒や数学が嫌いな生徒，数学のよさが分からないまま学習して

いる生徒がいる。 

そこで，つまずきの原因を明らかにし，その克服を目指す。そのためにも，生徒の既習内

容の定着度を把握し，つまずきに対する手立てを考える必要がある。また，一単位時間の授

業における導入段階において，本時の内容と関連のある既習内容を振り返らせ，「分かる，で

きる」という実感をもたせる指導や数学のよさの一つである「既習内容を活用し，新しい内

容を理解する」ことを気付かせる指導が必要であると考える。そのためにも，系統性を明確

にした上で，既習内容の定着を図ったり，新しい内容の理解を目指したり，目的に応じた

「学び直し」に着目した指導が必要とされる。 

 

３ 「学び直し」に着目した指導の工夫 

理論研究と実態調査の結果から，「補充的な学び直し」と「発展的な学び直し」に着目した指

導を充実させることが重要であると考えた。そこで，指導の工夫における視点を次の三点に絞

り，研究を進める。第一の視点として，新しい内容に関連する既習内容の定着を図る教材とし

て「学び直しシート」を作成・活用する。第二の視点として，つまずきの把握・克服や理解を

深めるために，つまずきを生かした指導を行う。第三の視点として，既習内容の定着を図った

り，新しい内容と関連付けて理解したりするために，既習内容を振り返らせる発問を行う。 

視点１  新しい内容に関連する既習内容の定着を図る → 学び直しシートの活用 

視点２ つまずきの把握・克服や理解を深める    → つまずきを生かした指導 

視点３ 既習内容の定着と新しい内容を理解する   → 既習内容を振り返らせる発問 

学び直しシートとつまずきを生かした指導は，「補充的な学び直し」と「発展的な学び直し」

のどちらにも効果があるが，主に「補充的な学び直し」として活用する。また，既習内容を振

り返らせる発問は，教師が目的をもって意図的に「補充的な学び直し」と「発展的な学び直し」

を使い分けて行う。 

 

計

100%(27人)

肯定的 82%(22人)

否定的 18%(５人)

肯定的 52%(14人)

否定的 48%(13人)

計

 数学を学習することは好きですか。

41%(11人)

０%(０人) 18%(５人)

41%(11人) 59%(16人)

　
数
学
を
学
習

す
る
こ
と
は
大

切
だ
と
思
い
ま

す
か
。

41%(11人)

否定的肯定的

30%(８人)
　
既
習
内
容
を

解
く
こ
と
が
で

き
ま
す
か
。

22%(６人)

11%(３人) 37%(10人)
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(1) 学び直しシートの活用（視点１） 

ア 作成の仕方 

小単元前に実施するレディネステストの結果を基に，定着度やつまずきを把握した上で

作成する。ただし，生徒が解答し，教師が解説するまでの時間が５～７分となるように指

導内容を精選する（図８）。なお，レディネステストは系統図を基に，新しい内容を学習す

る上でポイントとなる既習内容を網羅した形になるように作成し，10～15分で解答できる

内容とする。 

イ 活用の仕方 

    主に導入段階で活用し，机間指導をしながらヒントを与えたり，既習内容の定着が不十分

な生徒が多い場合は，全体に向けて説明したりする。生徒に解答を確認させ，教師の解説後

には挙手などによって定着度を確認する。また，既習内容と本時の新しい内容との関連を気

付かせるために，展開段階においても活用する。そして，授業後に回収し，評価の一つとし

て利用する（図８）。 

 主に導入段階で活用する理由は，既習内容の定着が不十分であったり，活用の仕方が分か

らなかったりすることで問題解決の見通しがもてず，解決が進まない生徒が多くいるからで

ある。導入段階にお

いて，既習内容の定

着を図り，本時の新

しい内容と関連があ

ることを意識させる

ことで，積極的に授

業に臨む姿勢をつく

ることができると考

える。 

 (2)  つまずきを生かした指導（視点２） 

生徒のつまずきを把握・分析し，予測することによって，授業の工夫・改善が可能となると

考える。また，生徒とっては，様々なつまずきの原因を探ることで理解を深めていくと考え

る。具体的には，予想される誤答例や授業中に起こる生徒のつまずきを取り上げた指導を行

う。一つのつまずきをクラス全体のものとして共有し，原因について，ただ一方的に教師が

説明するのではなく，できる限り生徒に考えさせ，ヒントを与えながら正解に導いていくこ

とが大切である。なお，指導した後に，誤答例やつまずきの内容だけが印象に残り，意味の

理解の妨げとならないように強調する部分を明らかにしなければならない。 

今回，数学Ⅱ「高次方程式」「軌跡と領域」において，「既習内容の定着が不十分なために起

こるつまずき」と「既習内容は定着しているが，それを活用できないつまずき」に分類し，

予想されるつまずきの例と考えられる具体的な指導を挙げる。 

ア 既習内容の定着が不十分なために起こるつまずき 

(ｱ) 整式の除法におけるつまずき 

図９は，整式の除法で，割られる整式の係数が０の項を空けず，

計算が止まっている誤答である（Ｐ14例題参照）。 

具体的な指導として，教師がすぐにやり方を提示するのではな

く，実際に計算をさせて，同類項を縦に並べることに気付かせる

ことが大切である。また，整数の除法の筆算と比較することで，

生徒に気付かせ，理解させることも考えられる。 



－ 8 － 

(ｲ) 二次式の因数分解と二次方程式の区別 

図10は，二次式の因数分解と二次方程式の区別ができて

いない誤答である。①は問題を二次方程式の解を求めるこ

と，②は計算途中であるか，もしくは問題を因数分解する

ことと誤って捉えていることが分かる。 

具体的な指導として，整式であることや等式であること，

つまり，方程式の等号を挟んだ左辺と右辺が等しいという捉

え方をしっかりともたせた上で，因数分解をすることや方程

式を解くことの違いを正しく理解させることが重要である。 

(ｳ) 不等式の読み取りにおけるつまずき 

図11は，不等号の向きと座標平面上での領域が逆になって

いる誤答である。不等号の向きを正しく読み取らず「左が大

きい」と視覚的に捉えている。 

具体的な指導として，式を「x は２より大きい」と言葉に

表してから解くことが考えられる。数学を苦手とする生徒は，

記号や式の意味の理解が不十分であり，また，定着するまで

に時間が掛かるため，解説する際には，言葉を付け加えたり，

言葉を書き残したりするような指導が必要である。 

イ 既習内容は定着しているが，それを活用できないつまずき 

・ x＋y＝k とおくことの理解 

図12は，線形計画法の問題である。連立不等式の表す領域

を図示することはできるが，x＋y を k とおく意味を理解で

きない生徒が多い。 

具体的な指導として，連立不等式の表す領域 D 内に格子

点を表して具体的な点をとり，x，y に値を代入して和を考

えさせる。それぞれの点における和の変化に着目させて，x

＋y＝k とおく。これを y＝－x＋k と変形し，傾き－1で y 切

片が k の直線であることを確認し，この直線 y＝－x＋k と領

域 D が共有点をもちながら，y 切片 k の値を変化させること

で，最大値・最小値を考えることができる。 

 (3) 既習内容を振り返らせる発問（視点３） 

発問は，既習内容の定着や新しい内容の理解，または，生徒に問題意識や新たな視点など

をもたせるために行い，授業を設計する上で中心的な役割を担っている。今回は「学び直し」

における発問として，既習内容を振り返らせることに着目する。 

つまずきを把握させたり，不十分な理解を気付かせたりするために，発問によって，今ま

でとは違った角度から捉えさせることが大切である。また，新しい内容を理解するために，

発問によって，既習内容と比較したり，置き換えたり，類推して，今までの知識とつなげる

必要がある。つまり，小・中学校や前時の授業までの既習内容と本時の学習内容を関連付け

るきっかけを与えることが大切である。 

そこで，「既習内容を振り返り，定着を図る発問」（A）と「既習内容と新しい学習内容をつ

なげる発問」（B）に大きく二つに分けて，学習過程の各段階において整理した（次頁表６）。

なお，A は「補充的な学び直し」，B は「発展的な学び直し」にあたる発問となるが，A，B

両方の意味を含んだ発問もある。 
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          表６ 学習過程の各段階における発問例 

過程 学習活動（発問の分類） 発問例 

導入 
１ 今までの学習内容を確認する。（A） 

２ 定義を確認する。（A） 

・ 前回の○○はどのような方法で解きましたか。 

・ △△は何でしたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 予測する。（B） 

４ 相違点や類似点を明確にする。（B） 

５ 問題解決に必要な既習内容に気付く。（B） 

 

６ 解決の見通しをもつ。（B） 

７ 解く手順を考える。（B） 

８ 具体化させる。（B） 

９ 数学的な概念・性質・内容を見つける。（B） 

 

 

10 数学的な内容を関連付けていく。（B） 

11 根拠を明確にする。（B） 

12 よりよいものを求めていく。（B） 

13 多様な見方や考え方をもつ。（B） 

14 思考過程を確認する。（A） 

15 つまずきを把握する。（A） 

・ どんな結果になりそうですか。 

・ 今まで学習してきたこととどこが同じでどこが違いますか。 

・ 今までに学習してきたことと関係ありませんか。 

・ 今までに学習してきたことを使って考えられませんか。 

・ 本時の××はどんな方法で解けそうですか。 

・ まず何をするのか。次はどのようなことが考えられますか。 

・ 具体的な数を代入するとどうなりますか。 

・ どのような関係・性質がありますか。気付くことはないですか。 

・ いつでも成り立ちますか。どんな場合でも必ず言えますか。 

・ 共通していることは何ですか。 

・ 似たようなことは使えませんか。同じことが言えませんか。 

・ なぜその関係が成り立ちますか。なぜ□□と考えたのですか。 

・ もっと簡単にできる方法はないですか。 

・ 他に方法はないですか。 

・ どのようにして解きましたか。 

・ 分かったところはどこですか。 

・ 分からないところはどこですか。なぜ分からないのでしょうか。 

まとめ 
16 本時の学習内容を振り返る。（A） 

17 本時の学習内容を整理する。（A） 

・ 今日学習したことから何が分かりましたか。 

・ 今日学習したことをまとめてみましょう。 

 

４ 検証授業の実際と考察 

(1) 検証授業の対象及び内容 

  ア 授業対象 鹿児島県立頴娃高等学校 機械科 第２学年（27 人） 

イ 授業内容 数学Ⅱ「高次方程式」「軌跡と領域」 

(2) 検証授業Ⅰの事前準備 

   ア 指導内容の系統図の作成 

     指導内容の系統性を整理し，学習の連続性を考慮することで，現在の指導内容が，どの

既習内容を前提としているのか，今後どのように発展していくのかを把握できる。また，

系統性を踏まえ，生徒の実態に基づいた指導を工夫することによって，生徒一人一人の，

より確実な基礎・基本の定着が図られる。 

今回，数学Ⅱ「高次方程式」における小・中・高等学校の指導内容の系統性を整理し，

特につながりの強い既習内容が中心となる系統図を作成した(次頁図13)。ただし，現在高

等学校第２学年（平成23年４月入学）の生徒を対象としているため，従前の学習指導要領

を参考にした。また，本校の工業科の生徒は，数学Ⅰ，Ⅱのみを履修しているため，それ

以外の科目は系統図に入れていない。 

系統図を基に作成したレディネステストを小単元前に約15分実施し，小・中・高等学校

における既習内容の定着度を把握し，生徒のつまずきを分析・考察した。 
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※ 系統図の網かけの番号は，表７の「高次方程式」のレディネステストの問題番号である。 

イ レディネステストにおける分析 

(5)の正答率から，中学校数学や数学Ⅰで学習する二次方程式の解の求め方が不十分であ

ることが分かる。また，その際に高校で学習した解の公式を利用した生徒はごく一部で

あった。以下に各指導内容の定着状況を述べる（表７）。 

表７ 検証授業Ⅰ「高次方程式」のレディネステストの結果 

 問  題 正答率（人数） 誤 答 例 

(1) □×4＝8 のとき，□の値を求めよ。 100%(27 人) なし 

(2) 一次方程式 3x＋6＝0 を解け。 59%(16 人) x＝2 (６人) ，無解答(３人) 

(3) x
2－4x＋3 を因数分解せよ。 70%(19 人) x＝1，3 (２人)，符号の間違い(４人) 

(4) x＝－1 のとき，x
2－3x－6 の値を求めよ。 56%(15 人) 計算・代入ミス (８人)，無解答(４人) 

(5) 次の二次方程式を解け。  

(5)① (x＋3)(x－2)＝0 30%(８人) x
2＋x－6 (10 人)，x

2＋x－6＝0 (５人) 

(5)② 2x
2－7x＋3＝0 22%(６人) (2x－1)(x－3)＝0 (９人)，無解答(８人) 

(6) 次の商と余りを求めよ。  

(6)① 472÷13 70%(19 人) 計算ミス(７人)，無解答(１人) 

(6)② ( 3x
2－8x－11)÷(x－4) 59%(16 人) 計算ミス(２人)，無解答(６人) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字を用いた式の四則計算【第 2 学年】  

・単項式の除法 など 

 一元一次方程式【第 1 学年】 

整式の除法【数学Ⅱ】  

 

  因数定理【数学Ⅱ】   複素数と二次方程式【数学Ⅱ】 

 

  高次方程式【数学Ⅱ】 

 

 二次方程式【数学Ⅰ】 

・解の公式  など 

 式の展開と因数分解【数学Ⅰ】 

 

 実数【数学Ⅰ】  

平方根【第 3 学年】  式の展開と因数分解【第 3 学年】 

 

 

二次方程式【第 3 学年】 

・平方完成，因数分解 など 

 

 

除法【第 4 学年】 

・(被除数)＝(除数)×(商)＋(余り) など  

倍数・約数【第 6 学年】 

 
 □を用いた式【第 3 学年～】 

 

文字を用いた式【第 1 学年】 

・文字式の計算（１次式）  

・代入と式の値  など 

除法【第 3 学年】 

・余りの意味  

・除数と商が共に１位数  など  

 正の数・負の数【第 1 学年】 

整数の加法，減法【第 1 学年～】 

 整数の乗法【第 2 学年～】 

 

 導関数の応用【数学Ⅱ】 

高 

等 

学 

校 

中 

学 

校 

小 

学 

校 
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学び直しシート（視点１） つまずきを生かした指導（視点２）

・　P(x)＝(x－α)Q(x)＋R

・　剰余の定理 ・　割る整式と余りの関係

・　因数分解 ・　負の値の代入に注意する

・　整式の除法

　

・　方程式の意味 ・　□
3
－△

3
の因数分解の誤答

・　一次方程式

・　二次方程式

・　二次方程式 ・  二次式と二次方程式の違い

・　一次方程式，二次方程式 ・  解の公式における分数の約分

・　因数定理  

・　整式の除法

　 １章　複素数と方程式・式と証明(27単位時間)

     ２節　複素数と方程式(15単位時間）

時
間

節 項 主な指導内容
「学び直し」の内容

因数定理の利用

1
 
二
　
複
素
数

因
数
定
理

剰余の定理

2
二次式で割った余り
レディネステスト

検

証

授

業

①

3

と
方
程
式

因数定理

検

証

授

業

②

1

高
次
方
程
式

□
３
±△

３
の因数分解

の公式の利用

検

証

授

業

③

2 適当な置き換えの利用

検

証

授

業

④

3

 (ｱ) 一次方程式の解法 

(2)の結果から，41％（11人）の生徒が，定数項を移項して

両辺を３で割る処理が正しくできていないことが分かる。直

感的に問題を解いたり（図14），移項が正しくできていなかっ

たり(図15)，一次方程式の意味やその解の意味を理解できて

いないと考えられる。 

(ｲ) 二次方程式の解法 

(5)①の結果から，55％（15人）の生徒は，左辺が因数分解

された二次方程式をみると，左辺を展開する傾向にあること

が分かる。さらに，図16は展開の計算が間違っており，図17

は「＝０」がない解答である。(5)②の結果から，33％（９人）

の生徒は「たすき掛け」による因数分解で終わっている状態

であり，(5)①と同様，因数分解された二次方程式をその後ど

うするか分からない状況である。(3)の結果や(5)②を「たす

き掛け」で解こうとした生徒が多かったことを考えると因数

分解に対する意欲や処理能力は低くないことが分かる。  

         ウ 「学び直し」の内容 

・ 一次方程式のその解の意味を正しく理解させる。 

・ 計算ミスの対策として，等号をそろえて計算過程をかき残す         

習慣を身に付けさせ，どこでつまずいているか明示する。 

     ・ 「展開する」「因数分解する」「二次方程式を解く」というそ

れぞれの意味を正しく理解させる。 

    ・ 二次方程式を因数分解で解いた後に，求めた解を因数分解された左辺の式に代入し，０

になることを確認させ，因数分解を利用するよさを気付かせる。 

   (3) 検証授業Ⅰの実際 
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ア 検証授業②（数学Ⅱ「高次方程式」１／３） 

□３±△３の因数分解の公式を利用し，三次方程式を一次方程式や二次方程式に帰着して，

考え，解を求められることを目指す。数学Ⅰで学習した□３±△３の因数分解は，符号や係

数を誤りやすい公式なので十分に注意させる。  

過

程 
主な学習活動 

〇 指導上の留意点 

●「学び直し」の内容 

導 

 

入 

・ 学び直しシートを用いて一次方程式   

 と二次方程式の「学び直し」をする。 

・ 掲示用の拡大版の解答で答え合せを

し，解説を聞く。 

〇 机間指導をし，学習状況を把握し，

適切なヒントを与える。 

〇 解説後，挙手をさせ，生徒の定着度

を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
練習 次の方程式を解け。 

(1) x3＝8   (2) x3＋1＝0 

 

  

 

 

〇 直感的に解を求めさせてから，既習

内容を活用して解くことを考えさせ

る。 

● □３±△３の因数分解の公式を掲示 

し，因数分解や展開の意味を確認する。 

 

 

 

● 「ルートの中が負になる数はありま

すか」や「二乗して－３になる数をど

のように表しますか」と発問し，同単

元で学習した複素数を確認させる。 

 

 

〇 前時に引き続き，生徒同士で学び合 

 う活動の意義や方法を説明する。 

   

ま

と

め 

・ 本時のまとめをし，「分かる」「でき

る」チェックシートを記入する。（Ｐ

16図22参照） 

〇 方程式の意味，□３±△３の因数分解

の公式，解の公式，複素数などの既習

内容を理解していれば，本時の高次方

程式が解けることを確認する。 
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(ｱ) 学び直しシートの活用（視点１） 

レディネステストの結果より，方程式に

関する理解が不十分で，必要とされる技能

が身についていない生徒がいるため，

(1)(2)の問題を入れた。(3)で三次方程式

を解く際の一次方程式を扱い，(4)(5)で二

次方程式の解法の三つのパターンを示し

た。(4)については，因数分解と解の公式

はすぐ答えられるが，平方根の利用は忘れ

られている傾向であった（図18）。 

(ｲ) つまずきを生かした指導（視点２） 

実際に右辺を展開して等式が成り立つか

どうかを確認させた（図19）。文字に対す

る抵抗感を和らげさせるため，公式は文字

を使わず，□３±△３で提示した。 

(ｳ) 既習内容を振り返らせる発問（視点３） 

まず，興味をもたせるために直感的に解

を求めさせた。次に，一次方程式や二次方

程式の学習の延長であることを気付かせる

発問を心掛けた。また，どのような因数分

解を学習してきたか振り返らせた。さら

に，数学が苦手な生徒にとっては式の提示

だけでなく「三乗して１になる数は？」と

いう発問も行った。 

(ｴ) その他 

   学習形態として，検証授業Ⅰでは学び合

い活動を取り入れた。「高次方程式」におい

て，生徒同士で教え合うことによって，「学

び直し」がより効果的になると考えた。最

初は慣れない活動で，積極的な生徒は尐な

かったが，学び合えるクラスの雰囲気づく

りに心掛け，的確な言葉掛けをすることに

よって，尐しずつ充実した活動になった。 

  Ｔ：教師の発問 Ｓ:生徒の反応 

Ｔ ： 初めて学習する方程式です。これは何次 

  方程式ですか。                     

Ｓ : 三次方程式。 

Ｔ ： 直感的に解はいくらになりそうですか。 

Ｓ : １です。              

Ｔ ： 正解です。なぜですか。           

Ｓ : 代入すれば成り立つから

Ｔ ： そうです。他に解はありませんか。  

Ｓ : 。 

Ｔ ： 学び直しシートで一次方程式，二次方程

式を解きました。今回の三次方程式は，こ

れらを基に解けそうですか。     

Ｓ : 因数分解？ 

Ｔ ： 因数分解できそうですか。         

Ｓ : 。 

Ｔ ： このままではできません。右辺を？  

Ｓ : 移項する。 

Ｔ ： どの因数分解の公式が使えそうですか。 
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イ 検証授業④（数学Ⅱ「高次方程式」３／３） 

    因数定理，整式の除法，因数分解，解の公式を用いる内容であり，方程式の意味や一次

方程式，二次方程式の解法の十分な理解が必要とされる。そのためにも，関連する既習内容

が多いが，導入段階において一つ一つについて「学び直し」を行う。 

過

程 
主な学習活動 

〇 指導上の留意点 

●「学び直し」の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 練習 次の方程式を解け。 

(1) x3＋x2－9 x－9＝0 

(2) x3－3 x－2＝0 

 

 

 

 

〇 何を代入するかは，各自で見付けさ

せる。 

 

 

● 意図的に整式の除法の筆算で項をつ

めて板書を行い，二乗の項を空けるこ

とを思い出させる（Ｐ７図９）。 

 

 

〇 上から下を引くときは，符号に気を付

けさせる。 

〇 余りが 0 になることを確認させる。 

○ P(x)を因数分解した式に「＝0」を付け

ることを強調し，因数分解で終わらず，

三次方程式の解を求める問題であること

を意識させる。 

 

 

 

 

 

 

〇 各自で取り組ませた後，グループに

なって学び合わせる。つまずいた生徒

は，教師または友だちに質問させる。

早く解き終わった生徒は，つまずいて

いる生徒に教えるように指示する。 

〇 指名した生徒に，板書させる。  
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(ｱ)  学び直しシートの活用（視点１） 

今回の三次方程式で必要とされる全ての

既習内容を学び直しシートで取り扱った。

(1)～(3)は繰り返し指導してきたため，時

間を考慮し，一つ一つの内容を丁寧に説明

せず，確認程度とし，(4)(5)を中心に指導

した（図20）。 

(ｲ) つまずきを生かした指導（視点２） 

    「この約分はなぜ誤りか」を発問したと

ころ，期待した解答は得られなかった（図

21）。分子を２でくくり出し，因数分解し

てから約分することで，このような誤答も

減ると考えられる。 

Ｔ：教師の発問 Ｓ:生徒の反応 

Ｔ ： 前回までの高次方程式はどのように解い  

てきましたか。                    

Ｓ : ３乗の公式。 

Ｔ ： ３乗引く３乗をどうしましたか。  

Ｓ : 因数分解。 

Ｔ ： そうです。他にありませんでしたか。 

Ｓ : A とおく。            

Ｔ ： そうです。A とおいて次数を下げ，二次 

式にして因数分解しました。それでは，

これらのことを踏まえて今回の高次方程

式は，どのように解くことができそうで

すか。               

Ｓ ： …。               

Ｔ ： 前回まで三次方程式は左辺を因数分解し

てきました。今回も因数分解できそうで

すか。               

Ｓ ： …。 

Ｔ ： どのような因数をもつか…学び直し

シートを見てごらん。 

Ｓ : 因数定理。 

 

   また，併せて x の係数が偶数の場合の解

の公式や平方完成を利用した解き方を提示

し，解を確認させるとともに，二次方程式

においてよりよい解き方を確認させた。 

(ｳ) 既習内容を振り返らせる発問（視点３） 

既に学習した高次方程式の二つのパター

ンの問題を板書しながら発問を行い，確認

させた。今回の高次方程式と比較し，同じ

ところや違いについて考えようとする様子

が見られた（表９）。 

(ｴ) その他 

前回までの高次方程式を基に，今回の高

次方程式をどのように解くか考えさせ，

『新しい内容の学習の前提となるレディネ

スの確認と形成に着目した学び直し』を

行った。因数定理は，学び直しシートで取

り組んでおり，すぐに活用する生徒もい

た。また，整式の除法の定着を図るため，

組み立て除法は敢えて使わなかった。 
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(4) 検証授業Ⅰの成果及び課題 

ア 成果 

授業終了前に「分かる」「できる」チェック

シート（図22）で生徒に自己評価をさせ，「３ 

どこでつまずいたかが分かった」「４ つまずき

を克服することができた」の項目に対する生徒の

変容をみた。図23，24から，検証授業前の実態調

査と検証授業Ⅰの後の調査を比較すると，どちら

の項目も，肯定的に捉えた生徒が増加し，一定の

成果はあったと考えられる。 

(ｱ) 学び直しシートの活用（視点１） 

   授業後の生徒の感想には「学び直しシートが

あって何ができて何ができなかったかがはっき

りして良かったと思う」「授業の初めにするプ

リントで自分の苦手な部分を知ることができた」

など肯定的な意見が多く，概ね良好であった。 

    (ｲ) つまずきを生かした指導（視点２） 

       事前に誤答を予測し，誤答を提示することで，

注目させることができ，同じ誤りをする生徒

はいなかった。 

   (ｳ) 既習内容を振り返らせる発問（視点３） 

  「高次方程式」は，生徒にとって比較的取り

組みやすい内容で，既習内容と関連さえて考え

ることができたようであった。既習内容が定着

している生徒は，発問に対して反応もよく，意

欲的に取り組む姿が見られた。 

イ 課題 

    (ｱ) 学び直しシート（視点１） 

「高次方程式」は関連する既習内容が多く，

指導内容を絞ることができず，予定より若干時

間がかかってしまった。より内容を精選してい

くことが必要とされる。また，レディネステス

トの結果だけではなく，日頃の生徒の実態を踏

まえた内容も取り入れていくことが大切である

と考える。例えば，対象のクラスの多くの生徒が，参考例がなければ自力で取り組むこと

ができないため，学び直しシートに例題とその解き方を取り入れる。 

(ｲ) つまずきを生かした指導（視点２） 

     理解を深めさせるために「なぜ誤りか」という原因を考えさせたが，生徒が的確な説明

をするところまで至らなかった。 

   (ｳ)  既習内容を振り返らせる発問（視点３） 

生徒の思考を促すことができるように心掛けたが，つまずきの根が深い生徒とって，既

習内容を振り返り，「考えたくなる」発問となっていなかった。一つの発問に対して，生

徒の実態や定着度に応じたいくつかの助言を準備する必要があった。 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

検証授業Ⅰ後

実態調査

よく分かった やや分かった

あまり分らなかった 全く分らなかった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

検証授業Ⅰ後

実態調査

よくできた ややできた

あまりできなかった 全くできなかった

1 授業の始まりに，その時間に何を学習するかが分かった。 4　　3　　2　　1

2 関心・意欲をもって授業を受けることができた。 4　　3　　2　　1

3 どこで，つまずいたかが分かった。 4　　3　　2　　1

4 つまずきを克服することができた。 4　　3　　2　　1

5 □３±△３の因数分解ができた。 4　　3　　2　　1

6 一次方程式を解くことができた。 4　　3　　2　　1

7 二次方程式を解くことができた。 4　　3　　2　　1

8 □３±△３＝０を解くことができた。 4　　3　　2　　1

9 　先生の説明が分かった。 4　　3　　2　　1

10 友だちの説明が分かった。 4　　3　　2　　1

11 友だちに説明することができた。 4　　3　　2　　1

12 自分の考えを文章や式などで表現することができた。 4　　3　　2　　1

13 数学のよさが分かった。 4　　3　　2　　1

　 本日の数学の授業で，何が分かって，何ができたかを確認したいと思います。該当する

　数字に〇をつけてください。

 4…よくあてはまる, 3…ややあてはまる, 2…あまりあてはまらない, 1…全くあてはまらない
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(5) 検証授業Ⅱの事前準備 

 ア 指導内容の系統図の作成 

    前回と同様に，数学Ⅱ「軌跡と領域」における指導内容の系統性を整理した（図 25）。 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 系統図の網かけの番号は，表 10 の「軌跡と領域」のレディネステストの問題番号である。 

イ レディネステストにおける分析 

(8)～(10)の数学Ⅱの指導内容だけでなく，不等号の性質や一次関数のグラフについても

定着していないことが分かり，無解答が目立つ結果となった。以下に各指導内容の定着状

況を述べる（表 10）。 

表 10  検証授業Ⅱ「領域と方程式」のレディネステストの結果 

問  題 正答率（人数） 誤 答 例 

(1) 4：3＝□：6 のとき，□を求めよ。 81%(21 人) 計算ミス(１人)，無解答(４人) 

(2)① 不等式 A＞B の読み方をかけ。 77%(20 人) 無解答(３人) 

(2)② 不等式 A≦B の読み方をかけ。 31%(８人) 

無解答(７人)，より大きい(３人），より

小さい(３人），未満(２人），A は B 以上

(１人) 

(3) 不等号の向きが変わるのは,どのようなときですか。 

[選択問題] 
15%(４人) 

移項して負になるとき(11 人)，両辺を同

じ数で引いたとき(１人），両辺に負の値

を掛けたときのみ(７人），無解答(３人） 

(4)① 点(－2，1)を図示せよ。 23%(６人) 無解答(18 人) 

(4)② 点(0，3)を図示せよ。 27%(７人) 無解答(18 人) 

(4)③ 点(－2，3)を読み取る。 81%(21 人) 無解答(２人) 

(4)④ 点(0，－3)を読み取る。 73%(19 人) 点(－3，0)(４人)，無解答(２人) 

  

 

 

 

 一次不等式【数学Ⅰ】 

 

一次関数【第 2 学年】 

 三平方の定理【第 3 学年】 

 

 

 数の大小関係【第 1 学年】 

・＜，＞，≦，≧ など 

数の大小関係【第 3 学年】 

文字を用いた式【第 1 学年】 

ものの位置や方向の表し方

の素地【第 1 学年】 

 

平面図形【第 1 学年】 

・作図 

・垂直二等分線 など 

 比例，反比例【第 1 学年】 

・座標の意味 など 

円【第 4 学年】 

・概念，性質，かき方 

・直径，半径 など 

 

 

平面上にあるものの位置【第 4 学年】 

比例【第 6 学年】 

 

 
二つの数量関係を□，〇を 

使って表す【第４学年～】 

 

 

 軌跡と領域【数学Ⅱ】  点と直線【数学Ⅱ】 円【数学Ⅱ】 

円の素地的理解【第 1 学年】 

 

 

高 

等 

学 

校 

中 

学 

校 

小 

学 

校 
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(5)① 直線 y＝－x＋2 を図示せよ。 15%(４人) y＝－2x(６人)，y＝x＋2(３人) 

(5)② 傾きを求めよ。 69%(18 人) 無解答(６人)  

(5)③ y 切片を求めよ。 77%(20 人) 無解答(５人) 

(6) 直線 y＝x＋1 上にある点を 3 つ求めよ。 35%(９人) 無解答(12 人) 

(7) 3x－2y－6＝0 を y＝mx＋n に変形せよ。 31%(８人) 無解答(12 人) 

(8) 2 点 A，B について次の値を求めよ。  

(8)① 線分 AB を 1：2 に内分する点の座標 38%(10 人) 無解答(13 人) 

(8)② 2 点間の距離 AB 27%(７人) 無解答(14 人) 

(9)① 円 x
2＋y

2＝4 を図示せよ。 19%(５人) 無解答(21 人) 

(9)② 中心の座標を求めよ。 23%(６人) 無解答(20 人) 

(9)③ 半径を求めよ。 19%(５人) 無解答(20 人)，4(１人) 

(10) 円 x
2＋y

2－2x＋4y＋4＝0 の中心の座標と半径を求め

よ。 
16%(４人) 無解答(20 人) 

(ｱ)  不等号の読み方と性質 

(2)から不等号の読み方について，イコールが付くと正答率が下がり，文章の意味を読

み取れない解答も多かった。(3)の不等号の向きが変わることに関する選択問題は選択肢

が文章であったため，意味を正しく読み取ることができず正答率が低かったと考えられる。 

(ｲ) 直線の図示 

(4), (5)①, (9)①の結果

から，座標平面上における

点，直線，円の図示は，約

80％の生徒が苦手であるこ

とが分かる。特に，直線の

図示に関しては，傾きと y 切

片の値を通る点の座標と捉

えたり（図26），傾き－１の

意味を分かっていなかったり（図27）する誤答が目立った。また，(6)の結果から，直線

が方程式を満たす点の集合としてみる考えの理解が不十分であると考えられる。 

(ｳ) 直線の方程式の式変形 

(7)の結果から，前回のレディネステストの(2)と同じような計算ミスがあり，改善さ

れていなかった。移項で符

号が変わっていなかったり

（図28），両辺を正しく割る

ことができていなかったり

（図29），単純な計算ミスが

多かった。 

(ｴ) 座標平面上における内分点の座標 

(8)①の正答率は，思って

いたほど低くなかった。理

由として，教科書に載って

いる x，y や m，n の文字を

使った公式でなく，求め方



－ 19 － 

を形として覚えさせ，生徒の記憶に残っていたからであろう（前頁図30，31）。難しい公

式や覚えにくい公式を簡単な形で記憶させて取り組ませることで，生徒が意欲をもって

取り組み，簡単に求められると実感すれば，定着もよいと考えられる。 

(ｵ) 円の方程式の式変形 

円の方程式については，

約80％の生徒が不十分な

理解の状態で定着まで

至っていないことが分

かった。式変形を十分に

理解せず，機械的に行っ

ており，問題文の式と同じであるという意識も低い傾向にある（図32，33）。また，図32

から，半径の長さに虚数単位 i が含まれており，円の半径が正の数であることや虚数で長

さを表せないことを理解していないことが伺える。さらに，式変形の前に文字を分けて，

項べきの順に整理する際に括弧をつけることを指導したが，図33から，括弧を含む計算

の定着が不十分であることが伺える。 

ウ 「学び直し」の内容 

・ 不等号の読み方や性質について定着を図るため，随時確認させる。 

   ・ 直線の図示の際，x と y の対応表を作成させ，直線は方程式を満たす点の集合であるこ

とを確認させる。 

・ 生徒自身に「どのような計算ミスが多いか」「どのように計算の方法を誤って捉えてい

るか」を自覚させ，改善しようとする意識を高めさせながら，等式変形の定着を図る

「補充的な学び直し」を行う。授業以外の時間を利用し，個別指導をする。 

・ 難しい公式は，まず簡単な求め方で定着させてから，次にその意味を理解させる。 

   ・ 円の方程式の式変形の意味を理解させる中で，展開や因数分解などの基本的な知識・技

能も確認させる。 

(6) 検証授業Ⅱの実際 

 

学び直しシート（視点１） つまずきを生かした指導（視点２）

・　座標平面上の２点間の距離 ・　(□－△)
2
の誤答例

・　垂直二等分線

・　円の方程式の式変形

・　図形上を通る点 ・　求める点を(x，y)とおく

・　座標平面上の内分点の座標

・　指数法則

・　直線の図示 ・　領域の図示における誤答

・　円の図示 ・　領域の図示における誤答

・  円の方程式の式変形

・　連立不等式

・　直線y＝－x＋k の図示 ・　なぜx＋y＝k とおくか

   ２章　図形と方程式(27単位時間)

     ３節　軌跡と領域(６単位時間）　

時
間

節 項 主な指導内容
「学び直し」の内容

検

証

授

業

⑤

1

　
　
　
　
　
　
　
　
 
三
　
軌
跡
と
領
域

軌
跡
の
方
程
式

軌跡の方程式
アポロニウスの円

検

証

授

業

⑥

2
定点と円周上の動点
を結ぶ線分を一定に
内分する点の軌跡

検

証

授

業

⑦

1
不
等
式
の
表
す
領
域

直線で分けられた領域

検

証

授

業

⑧

2 円で分けられた領域

1の
表
す
領
域

連
立
不
等
式

連立不等式の表す領域

2 領域と最大値・最小値
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ア 検証授業⑤（数学Ⅱ「軌跡の方程式」１／２） 

    文章問題が苦手であるため，与えられた条件が何で，求めるものが何かをしっかり読み取

らせる。レディネステストの結果より，座標平面上における点の図示ができない生徒が多

かったことを踏まえ，丁寧に説明する。「図形と方程式」の中で「軌跡」は，多くの生徒が

苦手意識をもつ内容である。そこで，与えられた条件を満たす点の集合がどのような図形

を表しているかを視覚的に捉えさせ，イメージしやすくするために ICT を活用する。 

a

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

過

程 
主な学習活動 

〇 指導上の留意点 

●「学び直し」の内容 

導 

 

入 

・ 学び直しシートを用いて２点間の距

離の「学び直し」をする。 

・ スクリーンを用いて答え合せをし，

解説を聞く。 

 

〇 机間指導をし，学習状況を把握しな

がら，適切なヒントを与える。  

〇 ２点間の距離の公式は，三平方の定

理から導き出していることを確認させ 

 ２点の x 座標，y 座標を意識させる。 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● スクリーンを用いて，図形は点の集

合であることを確認させる。 

 
 

 

〇 座標平面上に２定点 A，B を取らせ

どんな軌跡になるか予想させる。 

〇 軌跡の問題は，与えられた条件を満

たす点を(x，y)とおくことを理解させ

る。 
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(ｳ) 既習内容を振り返らせる発問 (視点３) 

座標平面上における点，直線，円の図示

を苦手とする生徒が多いため，イメージを

もたせ，軌跡を予測できるような発問に心

掛けた（表11）。距離を長さと言い換えた

り，２点間の距離の作図でコンパスを利用

したりした。 

(ｴ) その他 

中学校第１学年で学習した垂直二等分線

について，例１の解説後にスクリーンを用

いて説明し，『異校種間の内容のスパイラ

ルな接続を意識した学び直し』を行った。

中学校で学習した内容の復習となるととも

に，例１の内容の理解を深めることができ

た。 

(ｱ) 学び直しシートの活用（視点１） 

２点間の距離の公式を思い出させるため

に公式の導き方の１を，また，軌跡の方程

式につなげるために２(2)の問題を入れた

（図34）。これによって，例１でAP，BPを

式で表すことは比較的スムーズであった。 

(ｲ) つまずきを生かした指導（視点２) 

「どこに誤りがあるか」「なぜ誤りなの

か」を発問し，全体に注意を促した（図

35）。機械的に計算していた生徒や公式を

利用していなかった生徒に対して，公式の

意味を理解させるとともに，利用すること

のよさを感じさせた。 

 

Ｔ：教師の発問 Ｓ:生徒の反応 

Ｔ ： ２定点 A，B からの距離が等しい点 P を

一つとってごらん。          

Ｓ : (原点を示す) 

Ｔ ： まだとれませんか。                 

Ｓ : (線分 AB の中点を示す) 

Ｔ ： まだとれませんか。このように考えていく

と点 P の軌跡はどのようになりそうですか。 

 

Ｓ : 直線。 

Ｔ ： どのような直線ですか。          

Ｓ : (指で線を引く) 

Ｔ ： (指名し板書させる） 

Ｔ ： 明らかですか。それではこの直線を式で表

すと，どのように表すことができますか。 

 

Ｓ : …。 

Ｔ ： ここで点 P は座標平面上での点です。 

点 P をどのようにおきますか。       

Ｓ : (x，y) とおく。 

Ｔ ： それでは，線分 AP を x，y を使ってどの 

ように表すことができますか。      

Ｓ : …。 

Ｔ ： 学び直しシートを見てごらん。 

Ｓ : ２点間の距離の公式を利用する。 
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イ 検証授業⑧（数学Ⅱ「不等式の表す領域」２／２） 

本時のねらいは，中心からの距離が円の半径より小さい点の集まりが円の内部であり，中

心からの距離が円の半径より大きい点の集まりが円の外部であることを理解させることであ

る。前単元「円の方程式」では，式変形の演習はしているが，座標平面上における円の図示

はほとんど扱っていない。また，レディネステストの結果より，コンパスの使い方や中心の

座標の取り方など円の図示の仕方を丁寧に説明する必要がある。 

過

程 
主な学習活動 

〇 指導上の留意点 

●「学び直し」の内容 

導 

入 

・ 学び直しシートで，円の作図と円の 

 方程式の式変形の「学び直し」をする。 

〇 円の作図についてはスクリーンを

用いて，丁寧に説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 不等号の向き，意味，読み方を確

認させる。 

 

 

● (x－2)2＋y
2＝9 は中心(2，0)，半 

径 3 の円であることを確認させる。 

 

 

〇 ノートの座標平面上に円を図示さ

せて理解度を把握する。 

〇 円の内部の点 P を(x，y)とおき， 

中心から点 P までの２点間の距離と

半径の長さの関係に着目させる。 

● ２点間の距離の公式を確認させる。 

● 「ルートの記号をどうすれば消す

ことができるか」を発問する。 

 

 

〇 座標軸の取り方，半径が５という

ことはどの点を通ることになるか確

認させる。 
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(ｳ) 既習内容を振り返らせる発問 (視点３) 

発問と同時に，不等式に具体的な値を代

入させる際に黒板に計算例を示して確認さ

せたり，中心から点 P までの距離と半径の

長さを確認する際にスクリーンを活用して

考えさせたりした（表12）。 

(ｴ) その他 

不等式の x，y に代入して満たすときの

点を，座標平面上に図示して，円との位置

関係を考えさせる『異なる領域の内容の相

互関係を意識した学び直し』を行った。 

円の図示に関して，中心を取る段階で止

まったり，座標平面の枠から円がはみ出し

たりする解答があった。また，第何象限を

中心に円をかくか予測して座標軸を取るこ

とに苦労している生徒もおり，本時の学習

のワークシートを準備するべきであった。 

(ｱ) 学び直しシートの活用（視点１） 

レディネステストにおいて，円の図示の

正答率が19％であったため，円の図示を取

り入れた（図36の１）。また，時間を考慮

し，例４と同じ内容としたことよって，展

開過程における演習をスムーズに取り組ま

せることができた。 

(ｲ) つまずきを生かした指導（視点２) 

練習問題に入る直前に，斜線を使った領

域表示の誤答例をスクリーンで示すことに

よって（図37），領域の斜線がかき足りな

い解答の生徒はいなかった。しかし，円の

外部の領域に関しては，斜線が座標平面の

範囲を飛び出す解答があり，もう一度スク

リーンを見せたり，なぜ誤りかを考えさせ

たりした。 

Ｔ：教師の発問 Ｓ:生徒の反応 

Ｔ ： 不等式(x－2)
2＋y

2＜9 を満たす x，y   

の組み合わせをいくつか考えてごらん。 

                    

Ｓ : x＝0，y＝0  

Ｔ ： そうです。代入すれば満たします。 

  それでは，それらを座標平面上に点とし  

て図示してくだい。 

Ｔ ： 何か気付くことはありませんか。  

Ｓ : …。 

Ｔ ： 円の？ 

Ｓ : 中。 

Ｔ ： 本当に？ちなみに，円の内部と言いま

す。円の内部の点ならば，いつでも不等 

式は満たしますか。どのように説明すれ 

ば明らかに言えますか。           

Ｓ : …。 

Ｔ ： 中心，点P，半径に着目すると何が言

えますか。                       

Ｓ : …。 

Ｔ ： 半径が中心と点 P の距離より？ 

Ｓ : 短い。 
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(7) 検証授業Ⅱの成果及び課題 

ア 成果 

検証授業Ⅰ後と同じように「分かる」「でき   

る」チェックシート（図38）の「８ どこでつま

ずいたかが分かった」「９ つまずきを克服する

ことができた」の項目に対する生徒の変容をみた。

図39，40から，検証授業Ⅰと検証授業Ⅱを比較す

ると「よく分かった」「よくできた」と回答した

生徒の割合が減尐していることが分かる。これは，

ほとんど計算だけの「高次方程式」に対して，

「軌跡と領域」は図形と方程式，不等式を関連さ

せて考えることが苦手で，より確かな理解まで至

らなかったことが伺える。しかし，クラス全体の

肯定的に捉えた割合をみると，つまずきの把握に

ついては同じで，つまずきの克服については微増

しており，実態調査から通して考えると成果は

あったと捉えることができる。 

(ｱ) 学び直しシートの活用（視点１） 

授業後の感想から，学び直しシートを導入段

階において活用したことに対して，「学び直し

シートがあって，次に進みやすかった」「学び

直しシートで忘れていたことを思い出し，授

業に生かすことができた」などの肯定的な意

見が多くみられた。既習内容の定着が不十分

な生徒にとって，自分自身の理解度やつまず

きを把握することができ，「補充的な学び直し」

として，学び直しシートを利用することは効

果的であったと考えられる。 

    (ｲ) つまずきを生かした指導（視点２） 

授業中，誤りやすいポイントを押さえよう  

という姿勢を見ることができた。授業後，「誤

答例を取り入れたことは良かった」という生徒

の感想もあり，自分の考えとは異なる視点で捉

えさせることができた。  

(ｳ) 既習内容を振り返らせる発問（視点３） 

既習内容が定着している生徒にとっては，思

考を促す発問となり，反応もよかった。 

     イ 課題 

    (ｱ) 学び直しシートの活用（視点１） 

       普段から教師の説明や板書を待つ受け身の学習になっており，自らの力で問題を解いて

いくことができる生徒は尐ない。自力解決できるような学び直しシートの内容の工夫が必

要である。 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

検証授業Ⅱ後

検証授業Ⅰ後

実態調査

よく分かった やや分かった

あまり分らなかった 全く分らなかった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

検証授業Ⅱ後

検証授業Ⅰ後

実態調査

よくできた ややできた

あまりできなかった 全くできなかった

1 関心・意欲をもって授業を受けることができた。 4　　3　　2　　1

2 円の中心の座標や半径を読み取ることができた。 4　　3　　2　　1

3 円を図示することができた。 4　　3　　2　　1

4 不等式の表す領域を円の内部，外部に分けられることを理解できた。 4　　3　　2　　1

5 円で分けられた領域を図示することができた。 4　　3　　2　　1

6 境界線を含む，含まないの意味が分かった。 4　　3　　2　　1

7
不等式を満たす点全体の集まりが，その不等式の表す領域であるということ
を理解できた。

4　　3　　2　　1

8 どこで，つまずいたかが分かった。 4　　3　　2　　1

9 つまずきを克服することができた。 4　　3　　2　　1

10
教師の発問によって，自分の考えを深めたり，問題を解くきっかけとなった
りした。

4　　3　　2　　1

11 学び直しシートで，復習することができた。 4　　3　　2　　1

12 問題を解く上で，学び直しシートが役に立った。 4　　3　　2　　1

13 友だちと学び合う活動（教え，教えてもらう）がしっかりできた。 4　　3　　2　　1

14 数学のよさが分かった。 4　　3　　2　　1

  　本日の数学の授業で，何が分かって，何ができたかを確認したいと思います。該当する数字

　に〇をつけてください。

　4…よくあてはまる, 3…ややあてはまる, 2…あまりあてはまらない, 1…全くあてはまらない
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(ｲ) つまずきを生かした指導（視点２） 

   授業の中で発生する思いがけないつまずきに対して，限られた時間の中で対処するこ

との難しさを感じた。どこまで丁寧に指導するか，生徒に導き出させるかをある程度予想

し，ポイントを絞る必要がある。 

(ｳ) 既習内容を振り返らせる発問（視点３） 

既習内容の定着が不十分な生徒に対して，いくつかの助言をしたが，「分からない」

「関連させて考えられない」と思考を促すことができていない場面もあった。生徒が答

えられないときに，次につなげる発問を準備する必要がある。 

     

Ⅳ 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

  (1) 「補充的な学び直し」「発展的な学び直し」に着目した指導は，つまずきの把握・克服に効

果的であることが分かった。 

(2) 学び直しシートはまだ改良の余地があるが，レディネステストの結果や生徒の実態を踏ま

えて作成し，授業の導入段階で活用することは，既習内容の定着が不十分な生徒にとって，そ

の定着のために望ましいことが分かった。 

(3) 誤答例を取り上げることによって，生徒は誤りやすいところに対して意識が高まった。また，

教師は誤答分析に心掛け，つまずきに対する早めの対処ができるようになった。生徒・教師ど

ちらにとっても，つまずきを学びの機会と捉えることができた。 

(4) 既習内容を振り返らせるために，発問を「補充的な学び直し」「発展的な学び直し」のどち

らにあたるか整理し，意図的に行うことで，対象となる生徒やつまずきの把握・克服の目的を

明確にもつことができた。 

 

２ 研究の課題  

(1)  レディネステストの実施や学び直しシートの活用のためには，本時の学習における時間を確

保することも必要とされる。そこで，次のような工夫が考えられる。 

    ア 学び直す内容を重点化し，問題数を絞り込むなどして学び直しシートの内容を精選する。 

    イ 宿題に学び直しシートの内容を取り入れて更なる定着を図ったり，前もってノートに演

習の問題文を書かせたりする。 

   ウ 重要事項は板書せずに準備したものを掲示したり，教科書に線を引かせたりする。 

(2) つまずきに対して「どこの操作でつまずくか」「つまずく原因は何か」という視点から，よ

り細かく分析し，更なる手立てを工夫していくことが必要とされる。 

(3) 特に既習内容の定着が不十分な生徒に対して，「考えたくなる」発問を実態や定着度に応じ

た段階的なものを準備する必要がある。また，発問の間，タイミング，指名の仕方などの工

夫が必要とされる。 

(4)  すべての単元において「学び直し」を取り入れた指導計画を作成し，年間を通して，また，

授業の学習過程で「学び直し」をどのように位置付けていくかを検討する必要がある。 
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   長期研修者〔 中島 康二 〕 

   担 当 所 員〔 福元 洋介 〕 

 
   【研究の概要】 

本研究は，基礎・基本の確実な定着を図るために，

算数・数学の学習におけるつまずきを分析し，「学び直

し」に着目した指導の在り方を追究し，指導の手立て

を工夫したものである。 

具体的には，小・中・高等学校における指導内容の

系統性を整理し，レディネステストを行い，その結果

を踏まえて学び直しシートを作成・活用した。また，

誤答の提示等によるつまずきを生かした指導や既習内

容を振り返らせる発問を行い，既習内容の定着を図っ

たり，既習内容と新しい内容を関連させ，問題解決の

見通しをもたせたりした。 

その結果，数学Ⅱ「高次方程式」「軌跡と領域」の検

証授業を通して，生徒がつまずきを把握・克服するた

めに効果的であることが明らかになった。 

    

  【担当所員の所見】 

算数・数学は系統性が明確な教科であり，新しい内

容を学習するに当たって，既習内容をきちんと理解し

ていないと，新しい内容を理解できないことが多い。

それがつまずきの大きな要因である。学年が上がるに

つれてつまずきが積み重ねられていき，その結果，苦

手意識が強くなったり，嫌いになったりする割合が高

くなっていく。教師はそれを何とかしようと指導を

行っているが，十分とはいえない。 

本研究は，つまずきを克服するために生徒の実態を

把握し，指導内容の系統性を整理して，「学び直し」

に着目した指導の中で，過去の経験等からつまずきを

予想して指導に生かしたり，発問を通して既習内容を

振り返らせたりする指導について明らかにした。 

学び直しシートを通して，教師は作成にあたり教材

研究が深まり，生徒は自分のつまずきに気付き，克服

しようとする姿勢が見られた。そして，授業に対する

取組姿勢も改善されてきた。本研究では，授業の中で

の取扱のみであったが，より効果的な活用法について

は研究の余地があると思われる。 

このような取組は，高等学校はもとより，中学校に

おいても十分活用できる内容であると思われる。今

後，多くの学校で行われ，多くの生徒がつまずきを克

服できる授業が行われることを期待したい。 
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